
◆開会・点鐘

◆ロータリーソング「我等の生業」

◆「四つのテスト」唱和

◆ゲスト紹介
山陽電気鉄道株式会社
　常務取締役　鉄道事業本部長　吉田　育朗 様

◆来訪ロータリアン（３月２９日）
　高砂青松ＲＣ　都倉　達殊 会員

◆歓迎歌「松の緑」

バリー・ラシン
２０１８‐１９年度国際ロータリー会長

週　報

№３４

◆プログラム予定

４月５日（金） ４月１２日（金） ４月１９日（金） ４月２６日（金）

報告演奏会
友愛奉仕活動助成金報告会

高砂高等学校
ジャズバンド部

卓話「ウイスキーは
お好きでしょ」

サントリープロダクツ㈱
高畑 健一 会員

高砂青松ＲＣとの
献血例会

（イオン・アイモール高砂ショッピング
センター内駐車場）

ホスト　高砂ＲＣ

卓話「支払われない
保険」

プルデンシャル生命保険㈱ 
鎌谷 雅彦 会員

例　　　会　　　記　　　録　（2019．3．29（金））　　通算3，208回

クラブ会長方針
　“価値あるロータリーを”
　①居心地のいいクラブ
　②いつでもどこでも誰とでも親睦
　③会員同士が刺激しあい、尊敬しあい、お互いの活力になろう
　④ロータリーの価値を意識しよう

山陽電気鉄道株式会社　吉田育朗 様



◆退会記念品贈呈・退会の挨拶
後藤　武男会員

◆出席報告
本　日３月２９日　　会員数４２名　　出席者　　３０名　　出席率　８３. ３３%
前々回３月１３日　　会員数４２名　　修正出席者４０名　　出席率　９５．２３%修正

◆ＭＡＫＥ－ＵＰ
中尾　良治会員 ｅ‐ＣＬＵＢ ３月２８日（３月２９日）
有馬喜代貴会員 ｅ‐ＣＬＵＢ ３月２８日（３月２９日）
高畑　健一会員 ｅ‐ＣＬＵＢ ３月２６日（３月２９日）
桂田　重信会員 ｅ‐ＣＬＵＢ ３月２６日（３月２９日）
増田　章吾会員 ｅ‐ＣＬＵＢ ３月２６日（３月２２日）
増田　章吾会員 ｅ‐ＣＬＵＢ ３月２５日（３月１４日）
後藤　純次会員 ｅ‐ＣＬＵＢ ３月２４日（３月２９日）

◆地区大会表彰
２０年１００％連続出席　桂田重信 会員
２５年１００％連続出席　籠谷啓一 会員、大村泰司 会員

大村泰司 会員、籠谷啓一 会員と坂井智代 会長

後藤武男 会員と坂井智代 会長



◆Ｓ．Ａ．Ａ．（ニコニコ箱報告）
坂井　智代会長……いつも山陽電車を安全に運行していただきありがとうございます。
 今日のお話を楽しみにしております。よろしくお願いします。
 後藤武男会員、長い間ご苦労様でした。いつまでもお元気でお願いし

ます。
後藤　宗久幹事……山陽電気鉄道株式会社吉田育朗様、本日の卓話よろしくお願いします。
 後藤武男様、長い間ご苦労様でした。ロータリーを離れても近くに来

た時には遊びに来て下さい。
後藤　武男会員……本日で退会させて頂きます。永年にわたって御厚誼を賜り有難うござ

いました。
森本　幸吉会員……山陽電気鉄道株式会社吉田様、本日の卓話よろしくお願いします。
新井　哲三会員……吉田常務様をお迎えして。
中野　哲郎会員……誕生日祝いを頂きありがとうございます。明日で還暦です。まだまだ

小僧です。

◆幹事報告
〈国際ロータリー第2680地区より〉
◎地区大会のお礼状が届いております。
◎２０１９年３月のロータリーレートは、１ドル＝

１１０円と本部より連絡がありました。
〈その他〉
◎井戸敏三兵庫県知事より、新年度に向けての挨拶状が

届いております。
◎加古川中央ローターアクトクラブより『認証状伝達式

参加』のお礼状が届いております。
◎ロータリー情報研究会より『ロータリー章典』他、発刊のご案内が届いております。
◎米山梅吉記念館より『春季例祭の案内』『賛助会入会の案内』が届いております。
◎東播磨県民局より『東播磨きらっとV i s i o n（第１３号）』が届いております。
　
◆会長の時間
　３月２３日（土）２４日（日）の地区大会、お疲れ様
でした。多くの会員の皆様にお手伝いいただきありがと
うございました。素晴らしい大会になっていました。詳
細は前回の週報に書きましたのでご一読ください。
　今日で後藤武男会員が退会されます。３０年もの長い
間本当にありがとうございました。私個人的には一緒に
楽器を演奏できなくなるのがとても寂しいです。これま
で多くの高砂市民が後藤会員に健康面で支えていただき

後藤宗久 幹事

坂井智代 会長



ました。また我が高砂ロータリークラブに対しては、たくさんの教えとご支援をいただき
ました。これからは、ご自身のお身体を労わり、ゆっくりと生活していただきたいと願い
ます。本当にありがとうございました。　
　さて本日は、山陽電気鉄道（株）の吉田育朗常務取締役様のお話がきけます。山陽電車
は高砂市民にとってなくてはならない貴重な足です。生活の基盤です。そして山陽電車の
安全性は兵庫県の誇りです。昨年夏の西日本豪雨のときには、「山陽電車が不通になるとか、
ありえないほどの大雨～！」と沢山のツイートがリアルタイムにあがっていました。当時
は大雨のために早い時期からJRも高速道路も不通となり交通手段がなくて、山陽電車だ
けが頼りでしたが、その山陽電車さえも沿線のがけ崩れにより不通となりました。昔から
「山陽電車だけはどんな過酷な気象条件でも安全に運行してくれる」という神話のような
ものが我々沿線の住民にはありましたので、山陽電車へ多くの応援ツイートが寄せられま
した。まだその神話は途切れてはいません。事故はおこっていません。ただその神話を超
えるほどの大雨となり、平成３０年７月豪雨として認定されたわけです。当時の山陽電車
の社員の方々のご尽力のことを思うと頭が下がります。山陽電車の安全神話は吉田様率い
る社員皆様のご努力の賜物と感謝しています。今日のお話は「地域とともに考え、ともに
歩もう」というお話でとても楽しみにしています。よろしくお願いいたします。

◆本日のプログラム

　卓話『地域とともに考え、ともに歩む山陽電車の取り組み』　

山陽電気鉄道株式会社

常務取締役　鉄道事業本部長　吉田 育朗 様



会　長　坂井　智代　　　　　　幹　事　後藤　宗久　　　　　雑誌会報委員長　加茂　良祐
例会日時　毎週金曜日12時30分より　　　　　　　　　　　例会場　高砂商工会議所２階会議室
高砂ロータリークラブのホームページのＵＲＬ   　     http://www.winwin.ne.jp/~takasago_rc/


